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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
地
震
か
ら
ひ

と
月
余
り
。
時
の
経
過
と
共
に
明
ら
か
と
な
る
被
害

の
甚
大
さ
に
言
葉
を
失
う
思
い
で
す
。
被
災
地
の
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
の
地
震
で
は
浦
安
市
が
液
状
化
に
よ
る
大
き

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
浦
安
市
の
皆
様
の

ご
苦
難
を
思
い
ま
す
と
、
胸
が
痛
み
ま
す
。
皆
様
の

心
身
の
お
疲
れ
が
少
し
で
も
和
ら
ぎ
ま
す
こ
と
を
、

そ
し
て
復
興
の
一
日
も
早
い
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お

り
ま
す
。 

さ
て
本
号
は
昨
年
度
実
施
し
た
第
Ⅳ
期
自
治
体
職

員
研
修
に
つ
い
て
の
ご
報
告
を
主
と
し
て
お
り
ま
す
。 

本
研
修
は
、
住
友
生
命
「
未
来
を
築
く
子
育
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
助
成
事
業
と
し
て
二
〇
〇
七
年
度
に
第

一
回
を
開
催
し
て
以
来
、
毎
回
、
全
国
各
地
の
子
育

て
支
援
行
政
担
当
者
や
子
育
て･

家
族
支
援
者
の

方
々
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

を
と
り
あ
げ
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
子
育
て
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

第
Ⅳ
期
は
目
下
、
国
で
行
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
議
論
を
視
野
に
お
き
つ
つ
、

テ
ー
マ
を
「
子
ど
も
の
発
達
環
境
を
地
域
で
い
か
に

守
る
か
！
～
改
め
て
「
子
ど
も
の
た
め
」
の
議
論
を

～
」
と
い
た
し
ま
し
た
。
新
シ
ス
テ
ム
の
理
念
は
、

子
ど
も
の
育
ち
や
親
の
子
育
て
を
社
会
の
皆
で
見
守

り
、
支
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
子
育
て
の
第
一
義

的
責
任
は
親
や
家
庭
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
従
来
の

考
え
方
か
ら
の
画
期
的
な
理
念
展
開
と
言
え
る
も
の

で
す
が
、
こ
れ
こ
そ
今
、
未
曾
有
の
困
難
に
直
面
し

て
い
る
私
た
ち
が
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
守
る
た

め
に
目
指
す
べ
き
道
標
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

復
興
へ
の
支
援
は
息
の
長
い
取
組
と
な
り
ま
す
。

日
頃
の
子
育
て･

家
族
支
援
を
大
切
に
し
つ
つ
、
そ
の

お
力
を
被
災
地
の
方
々
へ
の
支
援
に
も
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 
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企
画
室
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一
月
二
十
一
日
（
金
）の
講
座
に
お
い
て
、
「子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」の
検
討
状
況
を
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
は
、
す

べ
て
の
子
ど
も
に
良
質
な
成
育
環
境
を
保
障
し
、
子
ど

も
・子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
一
元
的
な
制
度

と
し
て
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

給
付
設
計
に
つ
い
て
は
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
と
保

育
を
提
供
す
る
「こ
ど
も
園
（仮
称
）
」の
創
設
を
は
じ
め
、

「
多
様
な
保
育
」
、
「放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
、
全
て
の
子

ど
も
子
育
て 

 

家
庭
を
対
象
と
す
る
「一
時
預
か
り
」

や
「地
域
子
育
て
支
援
事
業
」な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
サ

ー
ビ
ス
・給
付
を
位
置
づ
け
ま
す
。 

制
度
の
実
施
主
体
は
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町

村
で
す
。
市
町
村
に
は
、
①
新
シ
ス
テ
ム
の
事
業
計
画
を

策
定
し
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
っ
て
把
握
し
た
サ
ー
ビ
ス
・

給
付
の
需
要
見
込
み
と
、
必
要
な
基
盤
整
備
を
盛
り

込
む
こ
と
、
②
利
用
に
結
び
つ
か
な
い
方
が
生
じ
な
い
よ

う
個
々
の
利
用
の
場
面
で
の
利
用
支
援
を
行
う
こ
と
、

な
ど
を
担
っ
て
い
た
だ
く
方
針
で
す
。 

国
と
都
道
府
県
は
、
市
町
村
を
重
層
的
に
し
っ
か
り

と
支
援
し
ま
す
。
国
は
制
度
設
計
と
財
源
の
確
保
な
ど
、

制
度
の
根
幹
を
担
い
、
市
町
村
に
「包
括
交
付
金
」と
し

て
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。
都
道
府
県
は
、
専
門
性
を

有
す
る
広
域
自
治
体
と
し
て
、
市
町
村
間
の
広
域
調
整

や
市
町
村
支
援
を
行
う
こ
と
が
現
在
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。 昨

年
秋
以
降
、
内
閣
府
に
設
け
ら
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
に
お
い
て
、
自
治
体
関
係
者
、
労
使
、
幼
稚
園
・

保
育
関
係
者
な
ど
広
範
な
方
々
の
参
画
を
得
て
、
議

論
を
進
め
て
い
ま
す
。
制
度
設
計
に
際
し
て
は
、
制
度
の

実
施
主
体
で
あ
り
、
実
務
に
精
通
し
た
市
町
村
関
係

者
の
方
々
の
ご
意
見
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
日
も
、
ご
出

席
の
方
々
か
ら
ご
質
問
・ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
幅
広
く
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

大
阪
市
立
大
学
教
授 

 

山
縣
文
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社
会
的
養
護
施
策
は
、
長
い
間
、
都
道
府
県
の
施
策

と
さ
れ
、 

市
町
村
の
主
体
的
な
業
務
と
し
て
は
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
流
れ
が
大
き
く
変
化
す
る
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
社
会
福
祉
全
般
で
い
う
と
、
利
用
者
の
意
向

を
尊
重
し
た
制
度
構
築
の
必
要
性
の
認
識
と
そ
の
制

度
化
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
背
後
に
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
思
想
に
基
づ
く
、
地
域
福
祉
・在
宅
福
祉
の
重

要
性
の
認
識
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
評
価
は
別
に
し
て
、

介
護
保
険
や
障
害
者 

自
立
支
援
制
度
は
、
そ
の
典
型

だ
と
思
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
子
ど
も
虐
待
に
代
表
さ
れ
る
、
機
動
性

や
即
応
性
が
求
め
ら
福
祉
問
題
が
よ
り
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
社
会
的
養
護
問
題

に
限
ら
ず
、 

重
要
な
の
は
、
発
生
予
防
と
早
期
発
見
・

早
期
対
応
で
す
。
都
道
府
県
の
業
務
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
た
の
で
は
、
機
動
性
や
即
応
性
に
課
題
が
残
り
ま

す
。
市
町
村
の
相
談
窓
口
の
強
化
、
子
育
て
短
期
支
援

事
業
の
よ
う
な
社
会
的
養
護
施
策
の
色
彩
の
強
い
施

策
の
市
町
村
事
業
化
、
さ
ら
に
は
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
の

有
効
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
要
保 

護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
の
設
置
な
ど
は
、
こ
れ
を
少
し
で
も
克
服

す
る
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

従
来
よ
り
保
育
や
地
域
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
の
業
務
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
子
育
て
支

援
は
、
比
較
的
新
し
い
分
野
で
あ
り
、
事
業
化
に
際
し

て
、
市
町
村
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
方
が
よ
り
正

確
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
社
会
的
養
護
施
策
は
、
県
レ
ベ
ル

か
ら
市
町
村
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
い
ま
し
た
が
、
も

う
一
方
で
、
保
育
や
地
域
子
育
て
支
援
の
現
場
に
お
い

て
、
社
会
的
養
護
問
題
が
日
々
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の

が
実
態
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
相
互
の
距
離
感

が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と 

で
す
。
市
町
村
で
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
意
識
し
た
子
ど
も
家
庭
施
策
の
展
開

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 
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住友生命創業 100 周年記念事業『未来を築く子育てプロジェクト』助成事業 

ＮＰＯ法人あい・ぽーとステーション主催 

全国自治体研修 

(第Ⅳ期) 

子どもの発達環境を地域でいかに守るか！ 

～改めて「子どものために」の議論を～ 

後援:内閣府・厚生労働省・東京都・港区 

 
コーディネーター役の汐見理事の進行で、３人の方からの情報提供でシン

ポジウムはスタートしました。 
まず内閣府の岡本氏が、「子ども・子育て新システム」について説明され

ました。“子ども・子育てを社会全体でサポートする”ことが、新システム

の大きな柱であることを、ご自身のフランスでの勤務経験も交えながら説明

されました。次に、奥山氏は、子育てひろばの運営を通して見えてくる課題

として、支援される側から支援する側へ循環する社会の重要性とそのための

システム作りなど、新しいシステム作りに当事者が入っていくことの重要性

を提案されました。また菅原氏は、“保育・養育の質”という視点での情報

提供に基づいて、家庭内ではもちろん、社会的な保育・養育・幼児教育の“質”

も子どもの発達に大きな影響を与えることを、様々な国際的研究結果のデー

タを示しながら説明されました。 
以上のシンポジストの提言を基に、議論が深められ、「困った時に助けて

もらった体験や、コミュニティー感覚を育てていくプログラム内容が必要」

「子育てひろばでは、他の子どもの面倒もみることで、人と関わる喜びを覚

えていける」「子どもの問題だけでなく、高齢者の問題も含めて、家族問題・

家族施策として考える」など貴重な意見交換が行われました。 
そして、最後に、「社会づくりがテー 

マでした。社会をどう充実させていくか、 
みんなが支えるという雰囲気をどう作 
っていくかが大きな課題である」と、 
汐見理事にまとめて頂き、シンポジウム 
は終了となりました。 

 

講座最後の全体会は、大日向代表理事、汐見理事を中心に、分科会でオピ

ニオンリーダーを務められた 4人の先生方も壇上にあがられ、4つの分科会

をつなぎながら、会場からの質疑応答も交えて、活発な討議がなされました。 

国が施策として謳っている「子ども・子育て新システム」づくりをバック

に、今回は 4分科会を組みましたが、汐見理事から、「新システム」とは「新

しい社会」づくりであり、この「社会」という言葉、英語のsociety は、語

源をラテン語の societas とし、支え合う集団を意味し、「社会を作る」とは、

「お互いわかり合う」ことにあるという説明がありました。キーワードであ

るこの「理解」を前提に、各々のオピニオンリーダーからの4分科会のまと

め、更に分科会で熱い議論を交わした参加者からの会場での質問を通して、

「子ども・子育て新システム」づくりとは、「子ども自身の持つ意思」を理

解する、尊重する社会（英語の understandは、under―下から stand―支え

る）を目指すことにあるということを確認しました。最後に大日向代表理事

が、子育てし難い現代の危機を「分岐点」と捉え、「新システムを作ること」

で社会をより良くしていきたい、その実現のためには、市民と行政が対等の

立場でコラボレーションしていくことが不可欠であり、市民として出来るこ

とは、率直にそして根気強く「市民の声」を届け続ける、言い続けることで

あるとまとめられて、全体会は幕を閉じました。  

 

子どものために 
＜地域の子育てひろば＞でできること 

分科会 A では、オピニオンリーダーとして奥山千鶴子氏に

お話ししていただきました。奥山氏ご自身も子育て中の親と

して、おやこの広場「びーのびーの」と「どろっぷ」を立ち

上げた経験をもとに、子育てひろば運営の実際をお話しいた

だきました。 
開設にあたっては地域の方の協力があり、土地選びから建

設までよりよい形で行うことができたというお話や、地域の

学生ボランティアが活躍しているエピソードからも、子ども

は「地域」で育てていく、という理念をより深く理解するこ

とができました。 
実際のひろばでのプログラムについてもご紹介いただき、

利用者の気づきや成長を促す講座、スタッフと利用者が気軽

に意見交換できるような時間、父親中心の活動など、多種多

様できめ細やかな内容は、大変参考になりました。 
ひろばとともに利用者も育ち、支援 

される側からする立場へとシフトし 
ていくことで支えあいの循環が生ま 
れていく。また、学生ボランティア 
などの世代間交流を通じて、これか 
ら子どもを産み育てる世代へのメッ 
セージを発信していくことも、これ 
からのひろばの担う役割であると実 
感しました。 

１％の子どもを排除しない支援とは 
～障害・養護の視点から～ 

 
分科会 B では、オピニオンリーダーとして小西行郎理事

にお話していただきました。今、子どもたちは生きにくさ

を感じていたり、「困った子がいる、皆と一緒に行動出来

ない子がいる」と言われたりしています。しかし、子ども

の側からみた場合、本当にそうなのか、大人が管理しよう

とするからなのではないかとの問題提起をされ、巡回相談

しているクラスの取り組みから集団の中で障害のある子

は守られ、周りの子どもたちも優しくなっていくところを

見てこられた経験について話をされました。お互いが助け

合っていける環境をつくることが大人の課題であること、

また、施策を考えるとき、就学から就労まで一貫した支援

が望まれ、それぞれステップごとに情報を伝えていくため

つなぐ役は必要であり、そして、 
地域全体を生きやすい地域に変 
えていくために地域の人材を活 
かし、皆の協力を得ていくこと 
が大切だ、というお話でした。 
お話をうかがい、私たち支援者 
も、その一環を担っていきたい 
と思いました。 

切れ目のない支援とは ～学童保育の視点から～ 

 分科会Ｃでは、オピニオンリーダーとして野中賢治氏と

遠山洋一理事にお話ししていただきました。参加者全員に

ご発言いただき、活発な意見交換の場となりました。 
野中氏からは、「子ども・子育て新システム検討会議」

の議論に基づいて、今後目指していくべき“切れ目のない

支援”のあり方について、ビジョンと課題をご提示いただ

きました。 
遠山理事からは子どもの立場に立って家庭生活、学校生

活、地域生活の切れ目をなくすことが大切であり、子ども

は地域で育つ、支えるという意味で、その拠点としての学

童保育が果たす役割は大きいとのお話をいただきました。 
参加者から現場での苦悩や課題について率直にお話い

ただいたことを受け、野中氏は、本当に切れ目のない支援

を目指す時、現場の、一人一人の子どもの“個”を捉える視

点から、課題を紡ぎ出し、発信して施策に反映させていく

ことが重要だと激励の言葉で締め括っていただきました。 

子どものために＜地域の人材育成の課題＞ 
 

分科会 D では、今、必要とされている子育て支援につい

て、大日向代表理事と汐見理事が会場の皆さんと質疑応答

を交えて進行されました。冒頭お二方から、子育て支援は、

子どもだけでなくその親も一緒に支援している親育てでも

あり、初めから立派な親はいないことに留意し、地域全体

で子育てを支援することが大切であることが、確認されま

した。次いで、支援を受ける方々のニーズを汲み、心理的

な面でも助けとなるにはどのようにしたら良いのかという

点をグループに分けて話し合いました。 
グループでは参加者皆さんの今までの活動を報告し合い、

子どものためにできることは何かが話し合われました。発

表の時に両先生からのコメントを受けて、今後、さらに意

欲的に活動しようとする思 
いを皆さんが強められてい 
て、その姿がとても心強く、 
温かく感じられる場となり 
ました。 
 

社会の皆で子どもの育ちを見守る 
全体会 開会挨拶 本法人代表理事・恵泉女学園大学大学院教授   大日向雅美 

住友生命保険相互会社調査広報部上席部長代理 澤春生 

シンポジューム「子育ての第一義的責任は親・家族」を問い直す 

シンポジスト 本法人理事・白梅学園大学学長 汐見稔幸    

内閣府共生社会政策統括官付少子化対策担当参事官補佐 岡本利久 

NPO 法人子育てひろば全国連絡協議会理事長・NPO法人びーのびーの理事長  

奥山千鶴子 

                     お茶の水女子大学大学院教授 菅原ますみ 

 

分科会 A 子どものために＜地域の子育てひろば＞でできること  奥山千鶴子 

     B＜１％の子どもを排除しない支援とは～障害・養護の視点から～ 

同志社大学赤ちゃん学研究センター 小西行郎 

     C＜切れ目のない支援とは～学童保育の視点から～＞ 

         児童健全育成推進財団企画調査室室長 野中賢治・バオバブ保育園ちいさな家園長 遠山洋一 

     D 子どものために＜地域の人材育成の課題＞   大日向雅美＆汐見稔幸 

 

全体会 一日のまとめと質疑応答  大日向雅美＆汐見稔幸 

 

  

分科会 A 分科会 B 分科会 C 分科会 D 

シンポジウム 全体会 

プログラム 



【バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修
開
講
予
定
】 

 

〈港
区
〉 

五
月
九
日
（月
）【三
級
・二
級
】 

十
三
時
三
十
分
か
ら
十
五
時 

  

内
容 

事
例
検
討
会 

講
師 

大
日
向
雅
美(

本
法
人
代
表
理
事 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」施
設
長
） 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」 

 

六
月
六
日(

月)

十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分 

内
容 

わ
ら
べ
う
た
を
通
し
た
赤
ち
ゃ
ん
と
の 

触
れ
合
い
遊
び

講
師  

平
尾
時
栄
（助
産
師
） 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」 

 

〈浦
安
市
〉 

一
般
・家
庭
的
保
育
者 

五
月
十
三
日(

金)

十
一
時
か
ら
十
二
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

十
三
時
三
十
分
か
ら
十
五
時 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び 課

題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美(

本
法
人
代
表
理
事 
 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」施
設
長
） 

会
場 

浦
安
文
化
会
館(

予
定) 

 

六
月
十
五
日(

水) 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び 

課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

福
川
須
美 

会
場 

浦
安
文
化
会
館(

予
定) 

 

〈千
代
田
区
〉 

五
月
九
日
（月
）十
時
四
十
五
分
か
ら
十
二
時
十
五
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び 課

題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美(

本
法
人
代
表
理
事 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」施
設
長
） 

会
場 

区
役
所
四
〇
四
会
議
室 

 

六
月 内

容 

児
童
館
か
ら 

講
師 

一
番
長
児
童
館
館
長
及
び
先
生 

会
場 

未
定 

 

〈高
浜
市
〉 

五
月
二
十
三
日
（月
） 

内
容 
子
ど
も(

三
歳
未
満
児)

の
健
康
管
理 

（※
内
容
に
関
し
て
の
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
） 

講
師 

鈴
木
美
奈
子 

 

高
浜
市
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
保
健
師 

会
場 

未
定 

 

六
月
六
日(

月)

①
十
四
時
か
ら
十
五
時 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

②
十
五
時
十
五
分
か
ら 

十
七
時
十
五
分 

内
容 

①
最
近
の
児
童
福
祉
行
政 

 
 

 
 

②
保
護
者
理
解
と
対
応 

講
師 

大
日
向
雅
美(

本
法
人
代
表
理
事 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」施
設
長
） 

会
場 

高
浜
市
中
央
公
民
館 

 

※
未
定
の
箇
所
は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

【今
年
度
養
成
講
座
開
講
予
定
】 

〈港
区
〉 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座(

三
級
Ⅹ
期) 

開
講
日 

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
七
日(

金)

～ 

七
月
二
十
九
日(

金)

ま
で 

 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座(

二
級
Ⅸ
期) 

開
講
日 

二
〇
一
一
年
十
月
十
四
日(

金)

～ 

十
二
月
九
日(

金)

ま
で 

 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座(

三
級
Ⅺ
期) 

開
講
日 

二
〇
一
二
年
一
月
二
十
日(

金)

～ 

三
月
二
十
三
日(

金)

ま
で 

〈浦
安
市
〉 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座(

三
級
Ⅵ
期) 

開
講
日 

二
〇
一
一
年
五
月
十
三
日(

金)

～ 

七
月
十
五
日(

金)

ま
で 

 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座(

二
級
Ⅴ
期) 

開
講
日 

二
〇
一
一
年
九
月
三
十
日(

金)

～ 

十
一
月
十
八
日(

金)

ま
で 

〈千
代
田
区
〉 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座(

三
級
Ⅵ
期) 

開
講
日 

二
〇
一
一
年
五
月
九
日(

月)

～ 

七
月
十
一
日(

月)

ま
で 

 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座(

二
級
Ⅳ
期) 

開
講
日 
二
〇
一
一
年
九
月
二
十
六
日(

月)

～ 

十
二
月
十
二
日(

月)

ま
で 

〈高
浜
市
〉 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座 

開
講
日 

二
〇
一
一
年
九
月
十
四
日(

水)

～ 
十
二
月
十
六
日(

金)

ま
で 

【東
北
関
東
大
震
災 

救
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
】 

く
じ
け
な
い
で
子
ど
も
た
ち
！ 

ア
ー
ト
や
絵
本
を
買
っ
て
支
援
し
よ
う 

 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
子
ど
も
教
育
基
金
に
よ
る
、
被
災

地
の
子
ど
も
を
支
援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が

四
月
八
日(

金)

か
ら
三
日
間
あ
い
・
ぽ
ー
と
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

発
起
人
は
法
人
理
事 

白
梅
学
園
大
学
の
汐

見
稔
幸
学
長
・
法
人
代
表
理
事 

恵
泉
女
学
園

大
学
大
学
院
の
大
日
向
雅
美
教
授
。
教
育
関
係

の
書
籍
に
か
か
わ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
作
家

ら
が
額
装
済
み
の
絵
画
や
、
絵
本
や
育
児
書
な
ど

約
五
百
冊
を
提
供
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
テ
デ
ィ
ベ

ア
作
家
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・ベ
ア
、
家
具
作
家
の

子
ど
も
用
の
椅
子
、
イ
ラ
ン
遊
牧
民
に
よ
る
絨
毯

「ギ
ャ
ッ
べ
」、
吹
き
ガ
ラ
ス
作
家
や
陶
芸
家
の
器
な

ど
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の

方
々
が
駆
け

つ
け
て
下
さ

り
、
大
盛
況

で
し
た
。
収

益
は
被
災
し

た
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
や

保
育
園
・
幼

稚
園
の
再
建

へ
の
支
援
に

役
立
て
ら
れ

ま
す
。 




